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川嶋昭二:外国産コンブ目植物の漂着記録 (1).ブルウキモについて ShojiKA  WASHIMA : 

Drifting records of alien species of 出e Laminariales (1). Nereocνstis luetkeα偽α

(MERTENS) POSTELS et RUPRECHT. 

(1) Nereocyotio luetkeana (MERTENS) POSTELS 

et RUPRECHTプルウキモ

プルウキモは北米大陸カリフォルユア州のSanLuis

Obispoからアラスカ半島先端の Unalaska島までの

広い地域に生育する代表的コンプ類の 1種である

(DRUEHL 1969)。この海藻の日本への漂着はすでに岡

村(1929，1931)と時国(1939，1962)がそれぞれ2例ず

つ，計4例を報告し，また久内 (1961)，川嶋 (1972)

のこれらについての紹介文があるが，その後は長い間

発見の記録がなかった。ところが1980年代になって急

に北海道の太平洋沿岸各地から漂着の情報が多くなり，

新しく 8例が加わった。 1929年以来，現在までに集ま

ったこれら12例を簡単にとりまとめて Fig.1に示し

た。

これらの漂着物はL、ずれも pneumatocystをもった

茎だけで，附着器と葉がなく (Fig.2)，破損していた

第7例と第11例を除き，長さは 3.4m から 18m，平

均 10mあり，頭部の pneumatocystの直径は 7cm

から 12.7cm，平均 9cmあるので，これらの藻体は
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多少，小さめか普通の大きさのものであろう。

漂着の年と個体数を見ると， 1929年の第 l例から

1981年の第5例まで52年聞は，ほぼ10年に 1個体しか

見つからなかった割合になる。しかし，その後1983年

に3個体， 1984年に4個体と集中的に発見されたのは

偶然かも知れないが，最近は人の目が良く行きとどく

ようになったのも一因だろう。一般に藻体漂流の主な

原動力は海流であるから，プルウキモの漂着には北太

平洋の亜寒幣循環流の消長も関係すると考えられる。

事実，漂着物発見の1981年， 1983年， 1984年は北海道

太平洋沿岸は低水温の月が多く，根室では年平均がい

ずれも 7.5・C前後で，全く発見されなかった1982年の

8.4・C と比較して親潮の勢力が強いことをうかがわせ

た。

漂着物発見の季節は5月の l例に始まり， 6月が4

例で最も多く， 7月の3例， 8月の 2例と続き，ほか

に11月と不明月が 1例ずつあるけれども，明らかに春

から夏に集中している。また漂着地は第2例目の岩手

県越喜来(おきらい)村(現三陸町)を除き，すべて

• .0 

1 (Okamura 1929) 

3 (Tokida 1939) 

No. Date Local i ty {LDelnagmth et of stipe dr if ted 
er of pneumatα亨sl)

1 1 May. 1929 T omoshiri. Nemuro 7.9m ( 7.6 cm) 

2 1931 ? Okirai 15 m (10.5 cm 】

31 Aug.30.1939 15miles off Kushiro 13 m (7 cm) 

4 I Jun. 5，1962 Otsu， Toyokoro 15 m (12.7 cm) 
51 Aug. 1，1981 Chiyonoura，Kushiro 3.4m ( 7.5 cm) 
6 I Jun.27，1983 Kuroiwa， Yakumo 18.2 m (8 cm) 
7 I Jul.23，1983 Mi nami-usu， Da te 2 m :fragment 
81N凹 .8，1983 Kamiiso 9.3m (9 cm) 
9 I Jun. 4.1984 Kerimai，Mitsuishi 5.4 m (10 cm) 

{OKamaml10 Jun.25，1984 Niikappu 4 町、

1931) 111 Jul. 15.1984 Hakodate Harbor 0.7 m(10cm): fra抑制t
12 Jul. 17，1984 off Shoya， Erimo 8 m 

Fig. 1. A map of the Pacific coast of northern Japan showing twelve localities 

where drifting stipes of Nereocystis luetkeana were found from 1929 to 1984. 

In attached table are summarized the records of the driftages. 
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Fig. 2. Stipe of Neγeocystis Luetkean.a drifted 

ashore at Kerimai， Mitsuishi (三石11/"]"ぬ事n，Hok-

kaido on June 4， 1984. (5.4 m in length) 

北海道太平洋沿岸の板室から函館までの各地方に広が

り (Fig.1)，噴火湾や函館湾にまで入りこんでいるこ

とは，これら沿岸における沿岸流の挙動と良く符号し

ている。ちなみに根室1fU:1峡やオホーツク海からの報告

はなし、。

漂着物が北米大降ーのどこから流れてくるのか， もち

ろん知るよしもないが，たとえば北海道に最も近い生

育j也Unalaska島からとすれば，たどり着くまで何か

月くらいかかるだろうか。 この間の距自Iiをほぼ 3，000

km としても親潮!の源流であるTI.E~;IC裕循環流は，途 ，*，

でベーリング海やオホ ーアタ海にも入り述廻りすると

言われるし，北r4"漁業の漁船がベーリン y"i.阪で大量の

海~~塊の漂流をよく見かける と いうから，実際の漂流

距自ftはおそ らく 5~6， 000 kmにもなろう。 今， この

海流の速さを毎|時0.7ノット と仮定して計算すると，

i票活までに 5か月こ|こから 6か月三|三ほどかかることにな

る。したがって漂着物の多い季節から逆算すると，プ

ノレウキモはrnJ年の芥から真冬の候に荒天などで茎の娘

元から切れ，遠い日本への旅路に出発すると考えても

あまり不苦1~1t ではな L、。 漂粁物があま り烈しく{あんで

いないのは，その'ffiîが固いことや低水慌で腐れ j!1(~¥，、た

めだろう 。t点着記録はこれからも揃えるだろう。

記録をまとめるにあたり，資重な文献をお世話いた

だいた故久内清孝博士，また情報を教えて下さ った岩

本版三陣士，屋内政宏氏，新原義117:1氏および岩岸清志

氏に心からお礼申し上げる。情報の一部は北海道新聞

からも得たことを附記する。
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